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裁判所  

 １ 裁判の種類としくみ 

  ●①   民事裁判    ・・・・・私的な争いを解決する裁判 

       訴える人・・・・②   原告       訴えられる人・・・・③   被告     

  ●④   刑事裁判    ・・・・・犯罪に対して有罪か無罪かを裁く 

 

 
  上級裁判所と下級裁判所という分類もある 

 

事件 

発生 
→ 

警察が 

捜 査 
→ 

被疑者 

逮捕※ 
→ 

取調べを指揮する人 

 

→⑤   検察官      

 

 

→ 

 

裁判所に被告人として訴えることを 

  

⑥   起訴     という 

   訴えないことを不起訴という 

 
  

※裁判所の発行 
する逮捕状が 
必要 

  ●⑦   弁護人（弁護士）       ・・・・・被告や被告人の人権を守る人 

  ●⑧   三審制          ・・・・・1つの事件につき、3回まで裁判をうけられるしくみ 

       第一審に不服・・・・⑨   控訴            第二審に不服・・・・⑩   上告         

  ●⑪   再審       ・・・・・判決が確定後、重大な誤りがあったときは、裁判をやり直す 

  ●⑫   裁判員制度      ・・・・・国民が重大な刑事事件の際に裁判に加わる制度。2009年～ 

  ●被疑者参加制度・・・・被害者やその遺族が裁判で意見を述べることができる制度。2008年～ 

 

 ２ 裁判官の身分について 

  ●①   司法権の独立     ・・・・裁判官は自らの良心と憲法・②   法律    にのみにもとづいて裁判をおこなう 

  ●裁判官は下の事項以外、心身の故障がなければやめさせられることはない。 

    ③   国民審査        ・・・・最高裁裁判官は 10年に１度、国民に適任かどうか判断される 

    ④   弾劾裁判所      ・・・・重大な過ちのあった裁判官は、国会に設置されるこの裁判で裁かれる 
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●● 確認問題 
A 

① 個人(私人)の争いを解決する裁判を    という。 ① 民事裁判 
    

② ①の裁判において訴える人を    という。 ② 原告 
    

③ ①の裁判において訴えられる人を    という。 ③ 被告 
    

④ 犯罪について有罪か無罪かを決定する裁判を    という。 ④ 刑事裁判 
    

⑤ 警察は被疑者を逮捕するときは、    が発行する令状が必要だ。 ⑤ 裁判官 
    

⑥ 事件がおこり警察が被疑者を逮捕したら、    を中心に取調べをおこなう。 ⑥ 検察官 
    

⑦ ⑥は被疑者の有罪を確信したら、裁判所に被告人として訴える。これを    という。 ⑦ 起訴 
    

⑧ 取調べで⑤が証拠不十分などで裁判所に訴えるのをあきらめることを    という ⑧ 不起訴(推定無罪) 
    

⑨ 裁判では    が被告や被告人の利益を擁護する。 ⑨ 弁護人(弁護士) 
    

⑩ 全国に 8 ヵ所あるのは    裁判所である。 ⑩ 高等 
    

⑪ 各都道府県に１ヵ所、北海道に４ヵ所あるのは家庭裁判所と     である。 ⑪ 地方裁判所 
    

⑫ 国民は３回まで裁判を受けることができる。これを    という。 ⑫ 三審制 
    

⑬ 第一審の判決に不服なとき、上の裁判所に訴えることを    という。 ⑬ 控訴 
    

⑭ 第二審の判決に不服なとき、さらに上の裁判所に訴えることを    という。 ⑭ 上告 
    

⑮ 事件が確定した後、裁判の誤りが疑われるときは裁判をし直す    がおこなわれる。 ⑮ 再審 
    

⑯ 2009年 5月より、いよいよ国民が刑事裁判に参加する    がはじまった。 ⑯ 裁判員制度 
    

B 

① 裁判官は、自らの良心と憲法・法律にのみ拘束される。これを    という。 ① 司法権の独立 
    

② 国会は重大な過ちを犯した裁判官を裁くために    を設置することができる。 ② 弾劾裁判所 
    

③ 最高裁判所の裁判官は 10年に一度、国民に適任かどうか判断される    をうける。 ③ 国民審査 
    
C 

次の図は裁判のしくみを図にしたものである。Ａ・Ｂにあてはまる裁判所の名称

と、Ｘ・Ｙにあてはまる語句、ア・イにあてはまる裁判の種類を書きなさい。 

 

  

Ａ 最高 
  

Ｂ 地方 
  

Ｘ 控訴 
  

Ｙ 上告 
 

 
 

ア 刑事 
  

イ 民事 
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解答 確認問題 
A 

① 個人(私人)の争いを解決する裁判を    という。 ① 民事裁判 
    

② ①の裁判において訴える人を    という。 ② 原告 
    

③ ①の裁判において訴えられる人を    という。 ③ 被告 
    

④ 犯罪について有罪か無罪かを決定する裁判を    という。 ④ 刑事裁判 
    

⑤ 警察は被疑者を逮捕するときは、    が発行する令状が必要だ。 ⑤ 裁判官 
    

⑥ 事件がおこり警察が被疑者を逮捕したら、    を中心に取調べをおこなう。 ⑥ 検察官 
    

⑦ ⑥は被疑者の有罪を確信したら、裁判所に被告人として訴える。これを    という。 ⑦ 起訴 
    

⑧ 取調べで⑤が証拠不十分などで裁判所に訴えるのをあきらめることを    という ⑧ 不起訴(推定無罪) 
    

⑨ 裁判では    が被告や被告人の利益を擁護する。 ⑨ 弁護人(弁護士) 
    

⑩ 全国に 8 ヵ所あるのは    裁判所である。 ⑩ 高等 
    

⑪ 各都道府県に１ヵ所、北海道に４ヵ所あるのは家庭裁判所と     である。 ⑪ 地方裁判所 
    

⑫ 国民は３回まで裁判を受けることができる。これを    という。 ⑫ 三審制 
    

⑬ 第一審の判決に不服なとき、上の裁判所に訴えることを    という。 ⑬ 控訴 
    

⑭ 第二審の判決に不服なとき、さらに上の裁判所に訴えることを    という。 ⑭ 上告 
    

⑮ 事件が確定した後、裁判の誤りが疑われるときは裁判をし直す    がおこなわれる。 ⑮ 再審 
    

⑯ 2009年 5月より、いよいよ国民が刑事裁判に参加する    がはじまった。 ⑯ 裁判員制度 
    

B 

① 裁判官は、自らの良心と憲法・法律にのみ拘束される。これを    という。 ① 司法権の独立 
    

② 国会は重大な過ちを犯した裁判官を裁くために    を設置することができる。 ② 弾劾裁判所 
    

③ 最高裁判所の裁判官は 10年に一度、国民に適任かどうか判断される    をうける。 ③ 国民審査 
    
C 

次の図は裁判のしくみを図にしたものである。Ａ・Ｂにあてはまる裁判所の名称

と、Ｘ・Ｙにあてはまる語句、ア・イにあてはまる裁判の種類を書きなさい。 

 

  

Ａ 最高 
  

Ｂ 地方 
  

Ｘ 控訴 
  

Ｙ 上告 
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